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研究成果の概要（和文）：本研究では，工学分野やビジネス分野における共同学習を成立させる

ための教育環境と学習デザインに関する検討と開発を行った． 
 まず，簡易自律型システムを活用したシステムの最適化に関する学習方法や合理的な意思決

定に関する学習モデルを提案して，授業実践を通して教育効果の測定を行った．  
 次に，インターネットやテレビ会議システムを活用した共同学習についても検討を行った．

英国の高等学校との学生間交流を行い，学習コミュニティのあり方について研究を進めた．  
 
研究成果の概要（英文）：An investigation on the learning environment and the 
development of educational design was conducted to promote cooperative studies in the 
fields of engineering and business.  Instructional design models regarding optimal 
experiment system using an autonomous system and rational decision making were 
proposed, and then educational effects of the models were measured.  Educational 
activities for collaborative studies using the Internet and video-conference were also 
reviewed.  The exchanges studies between the U.K. and Japan were conducted for the 
effective learning community. 
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１．研究開始当初の背景 
ICT の活用能力は，技能的な面で優れた技術
を身につけることはもちろんのこと，デザイ
ンを構成する力を身につけること，情報倫理

の面でバランスの取れた感覚を身につける
ことなど，さまざまな学習を通して総合的に
身につけることが必要である．そのためには，
目標となる課題を設定して，それを解決する
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過程の中で，ICT 活用能力を身につけること
が必要である． 
 また，現在，理科離れ，技術離れが問題と
なっており，「もの作り教育」は教育現場で
大変有効で，かつ必要な学習である．さらに，
現在，学校教育ではインターネット，テレビ
会議システムをはじめとした情報通信機器
を使った教育が進められている．特に，この
ような環境を使って外国の学校とリンクし
て，生徒間の交流を行っている学校が多くな
っているが，現在の多くのテレビ会議や電子
メールを使った外国との交流は，一方的な要
求に基づいた学習デザインが提示される場
合が多い． 
 長期的な視点に立って学習活動を企画す
る必要があり，技術教育の観点からの学習活
動企画は大変重要な位置を占める． 
 
 
２．研究の目的 
 本研究では，工学教育の分野やビジネス教
育で情報通信を使った取り組みについて研
究を行い，有効性の高い遠隔教育のあり方や
学習サポート環境について検討を進める．  
 まず，試作ロボットや既存のロボット等の
自律型システムを利用した学習カリキュラ
ムや学習コンテンツについて検討をする．次
に，これらを学習教材とした e-learning につ
いて検討をする． 
 さらに，システムの最適化に関する学習や
合理的な意思決定について，課題解決型の課
題を通して学習するコンテンツを開発する．
さらに授業実践を通して教育効果の測定を
行う．また，これらの学習の効率を上げるた
めに，Web を使って外部から利用ができるよ
うにシステムについて検討を行う．  
 最後に，以上のようなシステムを使った共
同学習をデザインして，カリキュラムベース
にのせる方法について研究を行う．特に，外
国との共同学習にどのように活用すること
ができるかを検討する． 
 
３．研究の方法 
(1) ロボットを活用した学習活動に関する
検討 
試作ロボットや既存のロボットを利用して，
学習カリキュラムへの導入するための環境
にについて検討をする．メカトロに関する学
習を促進するために必要な工学系学習につ
いて整理して，学習すべきコンテンツを明ら
かにする．さらにこれらを学習教材とした
e-learning について検討をする． 
 
(2)最適化学習に関する検討と教育効果の測
定 
簡易自律型システムを使って，最適な行動，
最適な課題解決方法，最適な判断について学

習できるシステムについて検討を進める．こ
のシステムをさらに発展させて，システムの
最適化に関する学習や合理的な意思決定に
ついて，課題解決型の課題を通して学習する
コンテンツを開発する．さらに授業実践を通
して教育効果の測定を行う． 
 
(3)遠隔からの実験制御に関する検討 
(1)(2)の学習を活性化させるために，Web を
使って外部から利用ができるようにシステ
ム開発を行う．本研究で開発した自律型シス
テム，既存のロボットシステムなどを使えな
い環境にいる外部の学習者が，利用できるよ
うな環境を整備することによって，その学習
者のみならず，学内で自由に利用できる学習
者にとっても，学習に対するモチベーション
を上げることができるようにする． 
 
(4)外国との共同学習環境の整備と学習デザ
インの検討 
ロボットあるいは自律型システムを使った
共同学習をデザインして，カリキュラムベー
スにのせる方法について研究を行う．特に，
外国との共同学習にどのように活用するこ
とができるかを検討する．そのために，交流
相手の学校との提携を促進させ，双方の学校
教育にとってどのような点が有効になるか
を明確にする． 
 
 
４．研究成果 
(1)簡易自律型システムの活用と海外との共
同学習に関する検討 
①効果的な学習コンテンツを開発して学習
デザインを検討した．さらに，簡易自律シス
テムを教材として，授業を通して教育効果を
測定した．その結果，学習を効果的に行うこ
とが可能であることがわかったが，課題解決
をするための学習方法のバリエーションを
増やすために，学習デザインの改善を図り，
授業を通して教育効果を測定し，改善を図る
ことができた．例えば，学習結果に対する評
価式を導入して，簡単に学習評価をできるよ
うにした．さらに，高専のみならず，小学校
や中学校向けのコンテンツに関する検討お
よび教育実践を行い，本システムが汎用性の
高いものであることを確認した． 
 
②共同実践研究を行っている英国北アイル
ランドの教師，研究者と議論を深め，共同で
行うことのできる学習内容について議論を
行った。特にロボットを使いながら数学的な
考察を深め，実験結果について考察する学習
は大変有効であることがわかった。 
 次に，これまでに開発したシステムおよび
学習教材を使って，海外の学校との共同学習
の実践を行った．H21 年度は他者支援という



 

 

概念を導入して課題解決型学習活動を取り
入れた．また，自己評価や他者評価を継続的
に行い，学習効果を上げることができた． 
 
(2)遠隔教育のための教育システムの開発 
簡易ロボット等の自律型システムを使った
授業は効果的であるが，教育現場での活用を
進めるためには，Web を利用して遠隔で使用
できることが必要となる．そこで，システム
の遠隔操作による活用方法について検討を
行った． 
 
(3)共同学習の形態に関する研究 
 インターネットやテレビ会議システムを
活用した共同学習について検討を行った．英
国の高等学校との学生間交流を行い，コミュ
ニティのあり方について研究を進めた．さら
に，学習者が他者の国際交流活動を支援する
によって，ICT スキルやコミュニケーション
スキルを高めることが可能かどうかを調査
した． 
 
(4)本研究の学習効果に関する総合的な評価 
 本研究で開発した制御環境や学習支援環
境を活用した学習によって得られた学習効
果に関する総合的な分析・評価を行った．そ
の結果，他者への説明能力，自己分析能力，
自己表現能力が身についたことがわかった． 
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